
楽くすり
オンライン機能説明会

2021年

①3月16日（火）15:00～16:00

②3月17日（水）11:00～12:00



本日は、楽くすりオンライン機能説明会にご参加いただきありがとうございます。

本日の次第

１．はじめに

２．楽くすり概要のご紹介

３．楽くすりオンラインデモ

４．楽くすりとＬＩＦＥ



１．はじめに

全国老人保健施設協会団体賛助会員

株式会社レゾナ 営業技術部 伊藤雅和



・ご質問はQ&Aにご記載ください。

・回答時間に回答させていただきます。

・時間内にご回答できなかったご質問は、後日まとめて

QA集として皆様に送付いたします。



２．楽くすり概要のご紹介



高齢者においては比較的多
くの薬が処方されていますが、
薬剤の重複処方などによる
薬物有害事象が懸念されてい
ます。
処方薬剤を見直し、適正化

を図ることは高齢者ご本人に
とっても安全性が高まること
はもちろん、介護サービス事
業所や医療現場などにおいて
も薬害リスクの低減や、コス
ト低減など大いにメリットが
あります。

高齢者の薬剤適正化

多くのメリットがある、薬剤の適正化開発の背景



開発の背景

これからの高齢者薬剤管理



これまでの流れ・「楽くすり」ご利用の流れ比較

PTP/ヒート 一包化

入所時

入所前相談

現行運用例

薬剤情報提供書

入所時持参薬確認（残薬）

冊子、ソフト、インターネット
を利用して、名称、剤型コード、
色など識別情報を確認しながら
医薬品名を特定。状況によって
薬剤師へ疑義照会。

医薬品名と残量確認（１時間～2時間）

残薬終了に併
せた継続服薬
する定期処方

相談員

看護師
薬剤師

管理医師

入所前訪問指導や入所
前相談業務にて服薬中
のお薬の確認。
「薬剤調整の方針の説
明」を実施。

＋

QRコード付

薬剤照合と残量入力（10分）

看護師

高齢者薬剤管理システム

処方箋作成（10～30分）

処方箋印刷（30秒）

持参薬監査と
定期処方確定

残薬終了に併
せた継続服薬
する定期処方

手書き

システム導入後

診療録へ記載



３．楽くすりオンラインデモ



４．楽くすりとＬＩＦＥ



LIFE 外部インターフェース（楽くすりから出力するもの）

1 科学的介護推進情報 (既往歴情報) FORM_0001_2021

2 科学的介護推進情報 (服薬情報) FORM_0002_2021

3 薬剤変更情報 FORM_0800_2021

4 薬剤変更情報(既往歴情報) FORM_0801_2021

No. インターフェース名 インターフェースの種類を
示す物理名



科学的介護推進情報 (既往歴情報) 【FORM_0001_2021】

7 injury_code 病名（コード） 文字列 10 ○ ICD10

科学的介護推進情報 (服薬情報) 【FORM_0002_2021】
10 chemical_code 薬品コード 文字列 9 ○ レセプト電算コード

14 dosage_form_code 剤形コード 文字列 2 ○ 1：内服

2：内滴
3：屯服
4：注射
5：外用
6：浸煎

7：湯
9：材料
10：その他

コードを出力するには、マスタが必要。楽くすりは標準搭載！



楽くすりで＋２０単位！

この様式の既往歴、服薬情報のデータを楽くすり
からCSVデータを作成し、介護システムのCSVと
併せてLIFEに送ることで
科学的介護推進体制加算Ⅰ40単位
⇒科学的介護推進体制加算Ⅱ60単位になります。



かかりつけ医連携薬剤調整加算（Ⅰ）
・介護老人保健施設の医師又は薬剤師が、関連ガイドライン等を踏まえた高齢者の薬物療法に関す

る研修を受講していること。
・入所後１月以内に、かかりつけ医に、状況に応じて処方の内容を変更する可能性があることを説

明し、合意を得ている。
・入所中に服用薬剤の総合的な評価を行い、評価内容や入所時と退所時の処方内容に変更がある場

合は変更の経緯と変更後の状態を、退所時または退所後1月以内にかかりつけ医に情報提供を行い、
その内容を診療録に記載。

かかりつけ医連携薬剤調整加算（Ⅱ）
・（Ⅰ）を算定。
・入所者の服薬情報等を厚生労働省に提出し、処方に当たって、当該情報その他薬物療法の適切か

つ有効な実施のために必要な情報を活用。

かかりつけ医連携薬剤調整加算（Ⅲ）
・（Ⅰ）と（Ⅱ）を算定。
・６種類以上の内服薬が処方されており、入所中に処方内容を介護老人保健施設の医師とかかりつ

け医が共同し、総合的に評価・調整し、介護老人保健施設の医師が、入所時に処方されていた内服薬
の種類を１種類以上減少。
・退所時に処方されている内服薬の種類が、入所時に比べ１種類以上減少。

楽くすりが手助けします

楽くすりが手助けします

１００単位

２４０単位

１００単位



かかりつけ医連携薬剤調整に関わる帳票様式にも対応
（開発中）



利用者情報、栄養ﾒﾈｼﾞﾒﾝﾄﾍｯﾀﾞ明細情
報、経口移行・維持情報、口腔機能ｱｾ
ｽﾒﾝﾄﾍｯﾀﾞ明細情報、口腔機能管理記録
情報、認知症情報、興味関心チェック
情報、居宅訪問チェック情報、各アセ
スメント様式評価情報（R4ｼｽﾃﾑ：
A2,A3シート）、基本チェックリスト
情報、CHASE基本項目情報（既往歴情
報、服薬情報（ﾚｾ電算ｺｰﾄﾞ､薬剤名
等）、同居人情報）

服薬情報
（ﾚｾ電算ｺｰﾄﾞ､剤形ｺｰﾄﾞ、薬剤名、用量 等）
既往歴情報
(病名ｺｰﾄﾞ、発症年月日 等)

ほのぼのNEXT/ﾜｲｽﾞﾏﾝｼｽﾃﾑSP/i-MEDIC）

介護業務ソフト（既存）

楽くすり

＋

楽くすり／介護業務ソフト／LIFE連携

①利用者情報取込

②服薬情報、既往歴情報送信

LIFE



質疑応答



楽くすりのお申込みは



楽くすり／お問合せ

★楽くすりホームページから

www.ra-kusuri.com

★メールで

ra-kusuri@resona.co.jp

★お電話で

03-6805-2855 
(平日9:30~17:30)

ココ

ICT導入補助金に関するお問合せもお気軽にどうぞ

本日の資料、および録画動画は、
後日皆様に配布させていただきます。


